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研究成果の概要（和文）：本研究では、空間シミュレーションの手法を活用して国・郡・里の編成原理を検討し
た。吉備全体の里の比定を実施し、このうち備前と美作について具体的に検討した。備前国では北部六郡が和銅
六年に美作国として分離されるのをはじめとして、東南部で郡の分割・再編が頻繁に行われる。令制当初の赤坂
郡が陸路では山陽道を、水路では吉井川を骨格とし、邑久郡は播磨国境までの海岸部分全体を領域とし、天平神
護二年に藤野郡が拡大し、延暦七年に吉井川の東西で和気郡が分割される。山陽道についていえば、和気郡に坂
長駅家、磐梨郡に珂磨駅家、赤坂郡に高月駅家がおかれ、最終的な決着をみる。これらの領域編成の本質は道に
あった。

研究成果の概要（英文）：This research examined the formation principle of the Kuni, the Gun, and the
 Sato for ancient Kibi by using the Geographic Information System. About the ancient administration,
 regional presence is a problem. Therefore I calculated distribution directivity how Sato was 
distributed spatially. 
In Bizen country, Northern six Gun are separated as Mimasaka in 713. After that, in the southeastern
 part of Bizen, the division and restructuring of the Gun was frequent. Akasaka at the beginning of 
the 8th century was organized around the Sanyo way on the land road and the Yoshii River as the axis
 at the waterway. Also in Oku, the coastal area was the whole area. Fujino was separated from 
Akasaka and Oku in 721, Fujino is expanded in 766, but it is divided in the east west of Yoshii 
River in 788. As a result, the area will be fixed, as Sakaue station in Wake, Kama station in 
Iwanashi district, Takatsuki station in Akasaka. It is clear that the essence of Gun was in keeping 
Sanyo way.

研究分野： 日本古代史
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１．研究開始当初の背景 
 
これまでに交付を受けた①「GIS を利用し

た古代地震の復原に関する基礎的研究」（科
学研究費補助金 萌芽研究 研究代表者 
岡山大学文学部・今津勝紀 平成 15 年～平
成 17 年度）・②「シミュレーションによる人
口変動と集落形成過程の研究」（科学研究費
補助金 萌芽研究 研究代表者 岡山大学
文学部・新納泉 平成 14 年～平成 16 年度）・
③「時空間情報科学を利用した古代災害史の
研究」（基盤研究（Ｃ） 研究代表者 岡山
大学大学院社会文化科学研究科・今津勝紀 
平成 19 年～平成 21 年度）・④「シミュレー
ションによる古代家族の復原的研究」（挑戦
的萌芽研究 平成 23年～平成 25年 研究代
表者 岡山大学大学院社会文化科学研究
科・今津勝紀）により、GIS による空間分析、
時系列分析などの時空間情報科学の手法、プ
ログラミング技術を習得し、それぞれシミュ
レーションを行ない、時空間情報科学の手法
で得られた数理計算モデルが歴史の理解に
有効であることを示した。本研究は、こうし
たシミュレーショの手法を応用して、日本古
代の地域社会像を再構築しようとするもの
である。 
現在では、日本古代史研究に限らず、社会

全体をめぐる議論への関心が低下している
のは否めないが、急速にグローバル化が進展
する 21 世紀において、人類史の総体的認識
が重要であることに変わりはない。19 世紀の
西欧に淵源する古典理論に依拠するのでは
なく、地球上の各地に拡散した人類の生活に
即した地域社会史のレベルから、人類史全体
を見通す作業が重要な意味をもつだろう。こ
の点で歴史学は人類普遍の知の創造に大き
く貢献できるはずである。 
日本古代史研究では、永らく石母田正の在

地首長制論の影響下にあり（石母田正『日本
の古代国家』岩波書店、1971 年）、現在でも
古代社会を流動的な原生的共同体を基礎に
した首長制社会として理解するのが通説と
なっているが（吉田孝『律令国家と古代の社
会』岩波書店、1983 年）、その後の研究で、
在地首長なるものの姿を実証的に検証しえ
た研究は存在しない。この概念はあくまでも
理念的な作業仮説であり、史料に即して地域
社会の実態から導き出されたものではない
のだが、このように抽象的に措定された地域
社会像を一新する必要がある。 
これまでも古代史研究の宿命である史料

的制約を乗り越えるために、考古学の成果に
学び、遺存地名や伝承を分析するなど地道な
作業を積み重ねてきたところだが、それらの
作業を前提としつつ、史料により確実に押さ
えられるところを基礎に計算モデルを構築
する、シミュレーションの手法を援用するな
らば、より豊かな古代社会像を描くことがで
きるのではと考えた。 
 

２．研究の目的 
 
本研究では、古代の吉備（美作・備前・備

中・備後）を具体的フィールドに、空間シミ
ュレーションの手法を活用して国・郡・里（五
十戸・郷）の編成原理を明らかにする。古代
の地域社会についての研究は、史料的制約が
大きく、他時代の研究に比してその具体化は
進んでいないが、この史料的制約を突破する
可能性を秘めているのがシミュレーション
である。これまで郡（評）は在地首長の歴史
的世界と考えられてきたが、その内実は明ら
かでない。本研究では、空間シミュレーショ
ンにより、これら領域が、どのような空間認
識により支えられ編成されているのかを明
らかにすることで、新たな地域社会像を提示
する。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では計算機上に空間を再現し、その

空間を人間がどのように活用していたか、ま
た認識していたか、その空間の意味を考える
空間解析を行う。対象とする吉備（美作・備
前・備中・備後）について、古地形を計算機
上に復元し、その上に里（五十戸・郷）の分
布を重ねることで、国・郡・里の仮想の行政
空間を再現する。 
①吉備（美作・備前・備中・備後）を対象

として、計算機上に標高メッシュデータをも
とにした地形図を作成する。その際、現在の
海岸線とは異なる古代の海岸線を復元し、当
時の地理的空間に近づける。 
②郡（評）・里（五十戸・郷）の分布を復

原する。郷には代替ポイントの座標を付与し、
地形図をベースとして空間を計算により分
割することで、仮想の国図を作成する。 
③寺院・官衙、官衙様遺構を集成し、それ

を結ぶ古道を地形の傾斜を利用して計算に
より求める。同じように、郷の代替座標をも
とに、地形の傾斜を利用して、道を計算する。
さらに水系を重ねることで、水陸の道を復元
する。 
④地形図の土地の傾斜・植生・土壌などか



ら水稲耕作などの用益地、生産遺跡などの分
布から山野河海の用益地を弁別し、仮想の古
環境を復元する。 
⑤これら各要素をレイヤに重ねて構造化

するとともに、分布指向性・分布中心点を計
算により求めることで、郡や郷の編成がどの
ような空間を選択して編成されたものであ
ったか、空間認識とその編成原理を明らかに
する。 
 
４．研究成果 
  
吉備全体の里（五十戸・郷）の比定を実施し、
このうち備前と美作について具体的に検討
した。備前国では北部六郡が和銅六年（七一
三）に美作国として分離されるのをはじめと
して、東南部で郡の分割・再編が頻繁に行わ
れており、こうした郡域がどのような原理に
より編成されたのかを検討した。 
まず『続日本紀』和銅六年（七一三）四月

乙未条に「割 2 丹波国五郡 1、始置 2 丹後国
1。割 2 備前国六郡 1、始置 2 美作国 1。割 2
日向国肝坏・贈於・大隅・姶良四郡 1、始置
2 大隅国 1」とあるように、和銅六年に備前
国から北部の六郡、すなわち英多・勝田・苫
田・久米・大庭・真島郡を割いて美作国が成
立する。なお、苫田郡は貞観五年（八六三）
に東西に分割されるが 、こうした郡の東西
分割は、阿波国名方郡をはじめとして、この
時期以降、各地でみられるようになる。領域
の再編成ではないため、ここでは検討の対象
としない。 
ついで、養老五年（七二一）に備前国邑久

郡と赤坂郡から藤原郡が分離され（『続日本
紀』養老五年四月丙申条）、この藤原郡が神
亀三年（七二六）に藤野郡へと改称される
（『続日本紀』神亀三年十一月己亥条）。さら
に、天平神護二年（七六六）には「藤野郡者、
地是薄塉、人尤貧寒。差科公役、触 r途忩劇。
承 2 山陽之駅路 1、使命不 r 絶。帯 2 西海之
達道 1、迎送相尋。馬疲人苦、交不 2存済 1。
加以、頻遭 2 旱疫 1、戸纔三郷、人少役繁、
何能支弁」として、邑久郡の香登郷、赤坂郡
珂磨・佐伯二郷、上道郡物理・肩背・沙石三
郷の六郷と美作国勝田郡塩田村を以前から
の三郷に併せることで、藤野郡の拡大がはか
られる（『続日本紀』天平神護二年五月丁丑
条）。この記事により当初の藤野郡が三郷か
らなる小郡であったことがわかるが、この時
点で藤野郡は九郷からなる中郡へと拡大し
た（戸令定郡条）。 
神護景雲三年（七六九）には藤野郡が改称

され、和気郡が成立するが（『続日本紀』神
護景雲三年六月乙丑条）、延暦七年（七八八）
に和気清麻呂の建言により「中有 2 大河 1、
毎 r 遭 2 雨水 1、公私難 r 通。因茲、河西百
姓屡闕 2公務 1。請河東依 r旧為 2和気郡 1。
河西建 2磐梨郡 1。其藤野駅家遷置 2河西 1、

以避 2 水難 1、兼均 2 労逸 1。許 r 之」とし
て、吉井川の東西で和気郡が分割され、吉井
川の西岸に磐梨郡が成立する。それまで河東
に存在した藤野駅家は河西に移され（『続日
本紀』延暦七年六月癸未条）、これが兵部省
式の珂磨駅家へとつながった。こうして編成
された領域が、延喜式・『和名類聚抄』へと
引き継がれてゆき、吉井川の河道の変化によ
り多少の出入りはあるが近世へと継承され
ていった。 
このように備前国では北部六郡が分離さ

れ、東南部で郡の分割・再編が行われるなど、
郡の編成が頻繁に変更された。御野郡以下に
大きな変化はなかったが、こうした変更の背
景を考えた。 
近世の郡の領域を明示することは可能で

あるが、古代では多くの場合、そうした線引
きを厳密に行うことができない。そこで、五
十戸（郷・里）の空間的な配置をもとに、郡
域の分布指向性を示すこととしよう。分布指
向性とは、空間上に散りばめられたポイント
が、どのような分布の指向性をもつのか、そ
れぞれの座標間の距離と偏差を計算し、標準
偏差楕円を求めることで表現したものであ
る。 
郡を単位として五十戸（郷・里）がどのよ

うに分布するのかを空間的に示すことで、そ
の領域がどのような意味をもったかを考え
るのだが、それには郷（里）の座標が必要で
ある。もとより五十戸は人為的な組織であり
原理的に領域をもつものではない。郷長（里
長）のもとに郡から符が下されることはある
が、郡衙のような恒常的な構造物が存在した
わけではなかった。そのため厳密には座標な
ど求めようもないのだが、郷名が地名化する
場合があるように、その郷（里）に編成され
た人々が多く集住した場所は存在した。そこ
で、おおよそ、このあたりを中心に五十戸が
編成されたと仮定して、そこにふくまれる小
学校や郵便局などさまざまなものの座標で
代替させることとした。それが以下の図であ
る。 
まず令制当初の赤坂郡は陸路では山陽道

を、水路では吉井川を骨格として、後の美作
国境までをその領域としていた。また邑久郡
は播磨国境までの海岸部分全体を領域とし
ていたが、それは海路によるものであった。
天平神護二年（七六六）の藤野郡の拡大は「人
少役繁、何能支弁」というものであったが、
結局、「中有大河、毎遭雨水、公私難通、因
茲、河西百姓屡闕公務」ということで、延暦
七年（七八八）に吉井川の東西で和気郡が分
割される。山陽道についていえば、和気郡に
坂長駅家、磐梨郡に珂磨駅家、赤坂郡に高月
駅家がおかれることで、最終的な決着をみた。 
 これらの領域編成の本質は道にあったこ
とが明白であり、官道の維持は律令地方行政
システムの主要な柱であった。 
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